























たいていの宗教は、 今日であればカル 卜に分類されるよ うな熱狂の中に生ま
'頂序で、社会に定着やがて知識人による知的洗練が施されていく という順序で、れ、
しています｡
テーマとなっている事象にこう宗教あるいは宗教学を紹介するときには、
自分がした幅があることを、
抱いている「宗教」，
読者や聴衆に理解してもら う必要があります。
宗教現象の全体像を理解することは教」イメージだけでは、
できない、ということを、まず、直観！直観的に把握してもらう必要があるのです。
また、「本質的教理から派生的な実践形態へ」という、宗教家自身がしば
しば主張しているような、ツリー状の図式自体も、とりあえず保留する必要
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があります。こうしたツリー状の理解は、天地創造の神が一切を取り仕切る
一神教型の神学にとって親和的ですが、多神教世界、とくに日本を含む東ア
ジア世界の宗教の、あたかも森林の生態系のような錯綜した信仰形態を理解
しようとするとき、むしろ障害になり得ます。
私の今回の二時間ほどの短いレクチャーにおいては、このような認識のも
とに、「ブレーンストーミング」的な形で、世界の宗教の諸相の多様性を概
観することを試みました。具体的には、配布したＡ３の紙一面に、さまざま
な宗教的な場面を写した三○枚ほどの写真を並べて提示し、 それぞれについ
て、クイズなども交えながら解説する、というやり方です。
提示した写真は次のようなものです。まず、興味をひいてもらうための導
入として、アニメ『新世紀エヴァンゲリオン』に登場したユダヤ神秘主義の
教理図、および占星術のホロスコープを掲げたのち、「異文化としての宗
教？」と題して、メッカのカアバ聖殿を礼拝するムスリム、ヒンドゥー教徒
の沐浴風景、アイヌのイオマンテ儀礼の写真を並べました。
以下、羅列しますと、
「教理・勉強としての宗教？」：キリスト教の十字架のイコン、高校の参
考書の仏教教理のページ
「啓蒙活動・情報・カルチャーとしての宗教？」：尼僧である有名作家の
講演風景、「精神世界」系の各種の本の表紙
「教会・教団としての宗教？上国内の各教団の建物（天理教、立正佼成
会、キリスト教、イスラム教）
「民俗・習俗としての宗教？上流し雛、初詣光景、稲荷神社のキツネ、
葬式の焼香の仕方を描いたパンフレット
「文芸作品の中の宗教？」：法華信仰者である宮沢賢治、武士道を描いた
漫画本、新しい民俗的カミとしてのトトロ
「事件として現われた宗教？ルオウム真理教事件・同時多発テロ・霊感
商法問題の新聞記事
「公共的活動としての宗教？」：マザー・テレサ(1910-97)、キング牧師
(1929-68)、ガンジー(1869-1948)のスナップ
「宣教活動としての宗教？」：街角でよく見かける宣教用の看板二種
「個人的救済としての宗教？ルイタコの口寄せ、ルルドの泉、座禅
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「身体技法としての宗教？上東洋の身体技法（ヨーガ、太極拳、鍼）
……という具合です。雑然とした印象を受けるかもしれませんが、特定の
「宗教」概念に囚われないようにする配慮です。幸い、学生さんたちの反応
はよく、興味をもっていただけたようです。もちろん私は、宗教活動への親
近感を「植えつけ」ようとしているのではなく、自分たちの日常生活との連
続性を感じ取った上で、それらが倫理的にも両義性を帯びたものとしてさま
ざまに展開していることを理解してもらおうと考えたわけです。
●マクロな概観と批判的な理解
「宗教」あるいは「宗教学」についての講演があると聞いたとき、多くの
人は宗教の勧誘かと思うのではないでしょうか。大学の「宗教学」の授業に
対しても、「勧誘されると怖いからやめておこう」なんて考える学生もいる
そのようにして宗教から遠ざかっているばかりでは、ようです゜
ざ、人生ｌ
ねません。
しかし、 し、
人生において深く悩むようになったとき、足を掬われることにもなりか
ん。歴史的知識を、大雑把にでももっていたほうがいい。マクロな知
識と、バランス感覚が大事です。
しかし、大学の人文系の学問における宗教関連の研究は、通例、いきなり
高度なレベルから始まります。宗教についての基本的知識は各人の責任にお
いて獲得してあることを前提に、早々に精綾で厳密な文献学的研究に向かつ
ここには知識をめぐる大きなギャップがあります。てしまう場合もあります。
学問は年々、専門化、細ョ、専門化、細分化が進む一方です。自然科学の場合はそれでいい
かもしれませんが、人文系の場合、－面においては極めて精綾、他面におい
てはほとんど何も知らない、という状態は、不自然でもあれば、危険でもあ
ります。
知識というのは、大雑把で暖昧で概括的なものから、いっそう正確な、
種々の事柄の複雑な連関も視野にはいった精密なものへと、螺旋を描いて上
昇していくものではないか。このように思い描くとき、入門的講座が手引き
するような、知識の最初の一歩においては、雑といっていいほどにラフな提
示が、むしるものを言うのではないかと思います。たった一回のレクチャー
で、さまざまな宗教の概要を提示し、理解してもらえるなどということはそ
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もそも不可能です。しかも、初めから厳密な話をしたとしても、聴衆にとっ
て、ひたすら退屈なだけです。
ここでは、ある種のレトリカルなレクチャーというものが必要とされてい
るように私は思います。つまり、たとえば ｢仏教とは要するにこんなものだ
と過度に単純化してみせる一方で、 ｢でも、－－
Ｊ
、
よ
で ，私の説明を鵜呑みにしない
>で、つまり「我を信じよ」
のです。これは広い意味で、
自分で調べてみてください」 といった感じで、
｢我を信じるな」 という両面から提示していく
レトリックの働きでしょう。
一般的に言って、宗教の教養的な紹介には、 信仰的な立場で提示するのか、
中立的・記述的あるし､は世俗的な立場で提示するのか、 この区別が難しい、
という問題があります。この点で
かなり暖味です(､。たとえば、日
教の解説は、書いている人がキリ
は、 十分学問的な体裁をもった書;物でさえ、
日本の倫理の教科書に書かれてい リストろキ
とが多いためでしょうか、スト教徒であるこ
ユダヤ教とキリスト教の関係に関してかなり一方的にキリスト教の肩をもつ
ユダヤ教については古代の記述#〕のとなってい ると言われています． また、
といった偏りもありまばかり、キリス 卜教については現代的な観点で雷Fく、
ユダヤ教徒が多数いる欧米社会では考えられないほどす。こうした記述は、
「遅れている」そう．そうです。逆に．欧米における仏教の紹介は、テーラワーダ
卜仏教や禅仏教の立場－－－要するに欧米でさかんに布教活動が行なやチベッ
うに思われます。また、儒教や道教、そわれている立場一に偏っているよ
して中国や日本の仏教の諸相の扱いがきわめて粗雑です。
しれませんが、なかなか避けがたいことこうした偏向が あるのは問題かも
宗教についての入門講義レベルの紹介はだとも言えるでしょう。ですから、
－信仰的な立場から語るときのみならず、学問的（記述的・中立的）なも
のであろうとするときでさえ－どのみち地域的・時代的・党派的な偏向や
読者・聴衆に「手の内を明
結局、「我を信じよ」「我を
思い込みが入り込むのは避けられないことだと、
かして」提示するほうが潔いように思います。
のがよいのではないかと思うのです。信じるな」の両面作戦で行く
世界の諾宗教の分布を提示し、今回、私は、配布したプリントの二枚目で、
うモチーフが生きており、（多神
､る）仏教では'悟りの追求という
一神教では天地創造の神の正義の探究とい
教と並行あるいは混交した形で奉じられている）
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、、、、、、
モチーフが生きている、というふうに過度の単純化を行ない、代表的な宗教
とされるユダヤ教、キリスト教、イスラム教、仏教、ヒンドゥー教、儒教、
道教、神道の印象的プロフィールをざっと提示してみました。厳密に言えば、
なぜこの八つを代表とするのか（大宗教を並べて提示すること自体に疑義が
提出されています(2))、各宗教の代表的モチーフを切り詰めて示すのは講演
者の独断ではないか、等々の疑念があるはずです。しかし、二時間あまりの
レクチャーにおいて聴衆の知的関心を引くためには、このようなやり方も有
効ではないかと思います。
私が思うに、宗教の提示の仕方に疑念があることを知ってもらうこと自体
が、まさに「宗教学」の働きの一つです。宗教学は、信仰的立場に対して距
離を置く学問というだけのものではありません。今日の宗教学では、「宗
教」概念そのものの「政治性」も議論されています。つまり「宗教」という
一般的カテゴリーによる世界の切り取りは、一九世紀あたりのキリスト教的
西洋人の世界理解の反映ではないか、一神教型の世界理解そのものが政治的
な抑圧と裏腹ではないか、ということが、しばしば問題となっているのです。
宗教とは何かという入門的レクチャーにおいて、そもそも宗教概念そのも
のが難問をかかえているというところまで展望するのは、読者ないし聴衆を
いたずらに混乱させるだけかもしれませんが、 匂わせておくのはいいことだ
と思います。
●思想か儀礼か－バイアス修正の試み
私のレクチャーのその他の特徴としては、教理や思想を中心に見ていく、
あるいは個人の内面の「信仰」を中心に見ていく宗教観自体が、ひとつの偏
向であるという立場から、儀礼や戒律、あるいは社会的習慣や実践の側面を
なるべく強調する}こようにしました。イスラム教などは、キリスト教的な
「信仰」に焦点を当てていてもなかなか理解できない宗教です(3)。しかし、
他面においては、日本を含めたアジア各地の宗教の、儀礼や身体的修練を童
あるいは個人を共同体的な場において捉える伝統につながる視する伝統に、
側面があります。儀礼、身体、共同体的側面の強調もまた、ツリー型本質論
に傾きがちな宗教のアカデミックな理解に対する遠心的な解体のモーメント
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です。
わずか二時間あまりの粗雑なレクチャーにすぎませんが、理念的には、以
上述べたような理解から、実験的に構成してみたものです。宗教（学）を離
れて、人文系の入門的レクチャー一般において、なにか参考になるところが
あれば、望外の喜びです。
注
（１）このあたりの問題については、藤原聖子署『教科書の中の宗教』（岩波新番）を参照の
こと。
（２）たとえばTomokDMasuzawa（増潔知子）箸『世界宗教の発明』（みすず審房、中村圭志
訳）を参照のこと。
このような観点から文化人類学者のタラル・アサドが西洋偏向の ｢宗教」概念批判を行
|淑子訳）参照。
(３）
なっています。アサド署『宗教の系譜』（岩波轡店、中村圭志・秋山淑子訳）
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